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We have conducted an archive data search and imaging analysis for young stellar object, DE Tau, with a 
potential planetary mass candidates. The object was observed with Subaru/CIAO in 2005. As a result, we 
detected an exoplanet candidate around it. The planet candidate is located 444 au away from the primary and 
has 21.06 mag in H-band (1.6 µm), and we estimated its mass of 0.68 Jupiter mass. Then, in order to verify that 
the planet candidate is a real planet, we evaluated the proper motion of it by analyzing data taken by 
Keck/NIRC2 in 2018. In conclusion, we judged the planet candidate to be a background star. 






















て様々な手法によって発見数は増え続け、2020 年 2 月 14
日現在では 4183個にもなる[1]。例えば軌道長半径が 1 au




系外惑星探査領域は、軌道長半径が 1 au以内、1-100 au、
100 au 以上の 3 つに大きく分けられる。発見されてきた
惑星の多くは、ドップラー法やトランジット法、マイク
ロレンズ法などの間接法によって発見された。間接法は








































先行研究によって、おうし座 DE 星（DE Tau）まわりに
は形成途中の惑星かそのもととなるダストがあると考え
られており[4]、すばる望遠鏡の CIAO によって 2005 年に
直接撮像されていた。そこで本研究では、広軌道惑星を











２． DE Tau の素性 




表１ DE Tau の素性 
座標（J2000） RA = 04h21m55s.6 [5] 
Dec = +27°55’06”.2 [5] 
スペクトルタイプ M0 [4] 
年齢 0.5 Myr [6] 
質量 0.66 M☉ [7] 
等級(H:1.63um) 8.273±0.018 等 [8] 
等級(R2:0.66um) 11.89 等 [9] 
温度 3580 K [10] 
地球からの距離 127.37±1.07 pc [5] 
 
 












３． CIAO による観測データの解析と結果 
（１）観測データ 








表２ CIAO による観測の概要 
望遠鏡 すばる望遠鏡（口径 8.2 m） 
観測年月日 2005/11/18（HST） 
観測装置 CIAO/36 素子補償光学 
主な特徴 近赤外線コロナグラフ撮像 
マスク直径 0.8” 
観測波長帯 H バンド(1.6µm) 
視野 21.8”×21.8” 
角度分解能 0.09” 






して解像度 0.1 秒角未満の画像 19 枚を厳選し、それらに
対してスカイ引き、中心合わせを行った後、中央値で重
ね合わせた。最後に、中心星の周りの非対称な成分（=惑















主星-惑星候補天体間距離 444±4 au 
PA 101.632±0.001° 
見かけ等級(H) 21.06±0.12 等 
絶対等級(H) 15.64±0.13 等 






天体の Hバンドの見かけ等級は 21.06±0.12 等となった。
なお、キャリブレーションには標準星 FS125（ TYC 
2495-850-1)を使用し、H バンドの等級原点は Vega 等級で






４． NIRC2 による観測データの解析と結果 
CIAO による観測データの解析で発見した惑星候補天体
が本物の惑星であるかを判断するため、追観測として、
CIAO による観測の約 13 年後にあたる 2018 年冬に、Keck





表４ NIRC2 による追観測の概要 
望遠鏡 Keck 望遠鏡（口径 10 m） 
観測年月日 2018/11/25（HST） 




























図５に Baraffe et al.(2003)[12]のモデルにおいて絶
対等級が H バンドのデータをグラフにしたものを示す。 
 
 











つまり主星である DE Tau に重力的に束縛されているかを
判断するため、NIRC2 による観測データの解析結果を使っ






Tau の固有運動の値から、約 13 年間で CIAO と NIRC2 それ












範囲内で一致しておらず、約 13 年間で 213 mas 程度主星
に近づいている。これは、CIAOと NIRC2それぞれで約 10.0 
pixel、約 21.4 pixel もの変化に相当する。よって、本




mas 程度であり、CIAO と NIRC2 それぞれで約 9 pixel、約
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